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氷川町消防団出初式

世界チャンピオンを氷川町から発信

「マティ・マツダ展」

町民体育祭冬季大会

すくーるらいふ（竜北東小学校）

フッ化物洗口だより

／竜北西部小学校ＰＴＡ行事

まちのトピックス！

熊本地震関連復興・支援情報

ひかわスポーツクラブだより！！

／八火図書館だより

けんこうだより

こころの健康コーナー

／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより

町民文芸

第12回氷川まつり

春の風物詩「初市」

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき／氷川町の火災・救急件数

3月カレンダー

ひかわっ子写真館／編集後記
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C o n t e n t s

　今月の表紙は「ウメ」です。梅の花ことばの中には「忍耐」というものもあ
り、寒い冬を耐え春先を待つ姿にぴったりな言葉に感じます。
　まだまだ寒い日が続きますが、梅の花が白や黄色、ピンクの花を色付か
せ、初春を知らせているようでした。もう少しで温かい春がやって来ます。

（2月13日撮影）

特
集

深
ま
る
防
災
防
火
へ
の
意
識

氷
川
町
消
防
団
出
初
式

　
１
月
15
日
、竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、平
成
29
年
氷
川
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、15
分
団

５
１
１
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
、整
然
と
並
ん
だ
消
防
団
員
が
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

で
入
場
し
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
、長
年
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
員
表
彰
な
ど
に
あ
わ
せ
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」の

際
に
昼
夜
を
問
わ
ず
安
否
確
認
や
救
助
、巡
回
な
ど
に
尽
力
し
た
氷
川
町
消
防
団
に
総
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
で
は
、各
分
団
が
、日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
余
す
こ
と
な
く
披
露
し
、第
７
分
団
が
見
事
に

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、吉
野
保
育
園
お
よ
び
常
葉
保
育
所
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
点
検
を
披
露
し
、緊
張
に
包
ま
れ

て
い
た
会
場
に
も
和
や
か
な
空
気
が
流
れ
ま
し
た
。

▲幼年消防クラブも大人顔負けの点検を披露しました
　上：吉野保育園、下：常葉保育所
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▲氷川町消防団を代表し総務大臣感謝状を受ける古里英二団長 ▲緊張感のなか点検を実施

▲優勝を果たした第７分団の点検と、終了報告をする志水章嘉分団長（北鹿野）

▲勇ましい分列行進▲防火の祈りを込め合図で一斉放水（氷川大堰北側右岸）

▲団員の士気を高めた消防音楽隊

通常点検成績

優　勝　第 7 分団（北鹿野・南鹿野）

1 　位　第 8 分団（東網道・中網道）

3 　位　第 1 分団（河原・法道寺・高野道）

躍進賞　第12分団（立神・川上）
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の
存
在
を
周
知
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、八
代
の
知
ら
れ
ざ

る
偉
人
を
少
し
で
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
開

催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
松
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
展
示

会
で
少
し
で
も
マ
テ
ィ・
マ
ツ
ダ

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

本
人
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
テ
ィ・マ
ツ
ダ
と
は
？

　
マ
テ
ィ・
マ
ツ
ダ
さ
ん
は
戦
前

に
活
躍
し
た
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
、

日
本
人
で
初
め
て
プ
ロ
レ
ス
世

界
王
者
に
輝
い
た
人
で
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は

当
時
の
写
真
や
資
料
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
お
ら
ず
、詳
し
い
こ
と

が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
か
？

　
少
年
時
代
か
ら
柔
道
や
相
撲

で
体
を
鍛
え
、正
義
感
が
と
て

も
強
い
人
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
身
長
１
７
０
セ
ン
チ
、体
重

85
キ
ロ
と
、プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し

て
は
小
柄
で
あ
っ
た
も
の
の
、技

術
と
機
敏
な
動
き
で
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
登
り
つ
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
伝

説
の
王
者
と
呼
ば
れ
た「
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
ン
プ
シ
ー
」と
肩
を
組
む

マ
ツ
ダ
さ
ん
の
写
真
が
あ
り
、当

時
の
認
知
度
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

▲当時の新聞や手紙などの貴重な資料も展示▲「ジャック・デンプシー」（中央）と肩を組むマツダ（右）

写
真
展
を
開
催
し
た
理
由
は
？

　
今
回
の
写
真
展
を
主
催
し
た

松
田
和
彦
さ
ん（
新
村
北
）は
マ

ツ
ダ
さ
ん
の
弟
の
孫
に
あ
た
り

ま
す
。

　
初
め
て
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
り
な
が
ら
も
ほ
と
ん
ど
そ

の
存
在
を
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

身
内
で
あ
り
な
が
ら
今
ま
で
そ

日
本
人
初
プ
ロ
レ
ス
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

『
マ
テ
ィ
・
マ
ツ
ダ
写
真
展
』

　
２
月
１
日
か
ら
28
日
の
期
間
、河
原
地
区
の「
カ
フ
ェ
銀
杏
の
樹
」

に
お
い
て
、日
本
人
初
プ
ロ
レ
ス
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

マ
テ
ィ
・
マ
ツ

ダ（
本
名「
松
田
萬
次
郎
」）さ
ん
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
氷
川
町
か
ら
発
信

▲写真展を主催した松田和彦さん夫婦

▲チャンピオンベルトを巻くマツダ

マ
テ
ィ・マ
ツ
ダ
の
主
な
略
歴

１
８
７
９
年（
明
治
12
年
）

現
在
の
八
代
市
鏡
町
の
農

家
に
生
ま
れ
る
。

１
９
０
３
年（
明
治
36
年
）

日
露
戦
争
前
に
渡
米
し
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
と
な
る

１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

世
界
ミ
ド
ル
級
王
者
を
獲
得

１
９
１
８
年（
大
正
７
年
）

世
界
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
王
者
獲
得

１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）

試
合
中
の
怪
我
か
ら
骨
髄

炎
を
発
症
し
死
去（
享
年

49
）

※（
展
示
資
料
か
ら
抜
粋
）
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▲カローリングの部優勝：有佐地区

▲入念な作戦会議

▲応援にも熱が入ります

▲開会式

▲アジャタの部優勝：有佐地区

▲呼吸を合わせて「せーの！」

【平成29年冬季大会結果】
〈カローリングの部〉
　優　勝　有　佐
　準優勝　柳の江　
　第3位　　栫
　第4位　立　神　

〈アジャタの部〉
　優　勝　有　佐
　準優勝　下　宮　
　第3位　　今
　第4位　新　田　

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
部
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
傾
斜
で
手

前
に
戻
っ
て
く
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、予
選
か
ら
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
ア
ジ
ャ
タ
の
部
で
は
、な
か

な
か
入
ら
な
い
ボ
ー
ル
に
苦
戦

す
る
チ
ー
ム
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、練
習
の
成
果
を
見
せ
、好
タ

イ
ム
を
記
録
す
る
チ
ー
ム
も
あ

り
ま
し
た
。

　
周
囲
か
ら
の
熱
い
応
援
で
会

場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

第
12
回
町
民
体
育
祭
冬
季
大
会

　
２
月
５
日
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
宮
原
体
育
館
に
お
い

て
、第
12
回
町
民
体
育
祭
冬
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
な
い
白
熱
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー

▲選手宣誓。「打ち上げでも優勝目指します」 ▲勝負の一投！ジェットローラーの行方は…



ひかりん

No.137 3月号
ひかりん

No.137 3月号

広報ひかわ 2017.3 6

すくーる
　らいふ
school life
（竜北東小学校）

　2学期も様々な行事を通して、幸せを実感するための5つの力「出会い・学

び力」、「夢挑戦力」、「自分磨き力」、「つながり行動力」、「体鍛え力」を育む活

動に取り組みました。その中で、子どもたちにとって新しい出会いや発見、気

づき、学びなどがあり、1学期と比べるとひとまわりもふたまわりも成長した

姿が見られました。コミュニティ・スクールとして、保護者の方をはじめ、多く

の地域の方々からご協力をいただきました。どうもありがとうございました。

出会い・学び力…「ひと」「もの」「こと」との出会いを大切にし、自ら学ぶ力

竜 東 し あ わ せ 写 真 館

▲『6 年生修学旅行』9/27（火）～28（水）
戦争の悲惨さと平和の大切さを学び、自分たちにできることは何かを
考えさせられた2日間でした。

▲『5 年生集団宿泊教室』9/14（水）～15（木）
水俣病資料館や環境センターを見学し、環境を守る取組や人権の大切
さについて学びました。

▲『三神宮神幸式見学』10/13（木）
神幸式の様子を全校児童で見学し、地域の伝統行事について知る機会
となりました。

▲まち歩き観光の「さるくガイド」の方の説明を熱心に聞き、自分の
目で確認することができました。

▲『2 年生町探検』11/16（水）
多くの地域の方々と出会い、氷川町について関心をもち、理解を深め
ました。

▲『高塚熊野座神社見学』10/14（金）
3年生が、地区の児童による舞いや神社を見学し、地域理解を深めま
した。
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◀『大村詠一さんとの交流会』2/2（木）
町 PTA 教育講演会の前に、4・
5・6年生と大村さんとの交流
会がありました。大村さんから
は、「夢をあきらめない」こと
についてお話があり、交流会後
に子どもたちから、「勇気が出
ました」と笑顔で語る姿が見ら
れるなど、元気、パワーをたく
さんいただきました。

体鍛え力…自分の心や体差を鍛え、健康を保持増進する力

つながり行動力…自分も他の人も大切にし、つながりや絆を深めるために行動する力

自分磨き力…自らを見つめ、振り返り、よりよく生きるために自分を律する力

夢挑戦力…将来への夢や展望を持ち、自分の
夢の実現に向けて挑戦する力

▲『学習発表会』11/6（日）
３年生は、氷川町の産業や施設など、「氷川町の宝物」について発表
しました。

▲『4 年生車いす体験』12/14（水）
車いすに乗ったり、介助したりして、車いすでの不自由さや大変さを
体験しました。

▲『持久走大会』12/17（土）
天候にも恵まれ、地域の方からの応援がとても心強かったです。

▲1年生は、竜北東小学校を探検したことをまとめ、「竜北東小クイズ」
にして発表しました。

▲『道徳の公開授業』1/14（土）
全学年「熊本のこころ」を活用した道徳の学習を公開しました。1年生は「や
しゃわか」の学習で、正直に言うことや行動することの大切さを学びました。

▲『縄跳び大会』1/20（金）
異学年と合同で行いました。自分の記録更新に向けて一生懸命がんば
りました。
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竜
北
西
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事（
３
年
生
）

　
１
月
14
日
竜
北
西
部
小
学
校
に
お
い
て
、３
年
生
の
児
童
お
よ

び
そ
の
保
護
者
が
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

緊
急
時
の
対
応
を
学
ぶ

▼
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
？

　
フ
ッ
化
物
水
溶
液
で
う
が
い

を
行
い
、歯
の
表
面
に
フ
ッ
化
物

を
作
用
さ
せ
て
、虫
歯
を
予
防

す
る
も
の
で
す
。

　
全
国
の
小
中
学
校
で
も
多
く

実
施
さ
れ
て
お
り
、氷
川
町
で
は

平
成
26
年
10
月
か
ら
希
望
者
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
氷
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
を
講
師
に
迎

え
、ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス（
災
害
救

助
用
炊
飯
器
）を
使
っ
た
炊

き
出
し
と
、災
害
時
に
使
え

る
物
作
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
は
、氷
川
町
婦

人
会
の
黒
田
会
長
ら
11
人
の

会
員
の
指
導
の
も
と
実
施
さ

れ
、児
童
は
初
め
て
見
る
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
に「
こ
の
袋
で
ご
飯

が
炊
け
る
の
」と
深
く
関
心

を
持
っ
た
様
子
で
袋
に
コ
メ

を
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
ご
飯
が
炊
け
る
ま
で
の
時

間
を
利
用
し
、災
害
時
に
使

え
る
簡
易
的
な
ゴ
ミ
箱
や
ス

リ
ッ
パ
、蒸
し
タ
オ
ル
の
作
り

方
を
学
び
ま
し
た
。

　
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
は
、婦

人
会
が
用
意
し
た
カ
レ
ー
を

か
け
て
親
子
で
食
べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、災
害
時

に
お
け
る
知
識
を
得
る
と
同

時
に
、学
校
行
事
を
通
じ
て

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
氷
川
町
内
の
小
中
学
校
で
は
希
望
す
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
む
し
歯
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歯
科
衛
生
士
と
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力
に
よ
り
児
童
生
徒
の
口
内
環
境
づ

く
り
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

▲準備をいつもありがとうございます。

▲ハイゼックスにコメを詰めます

▲チラシでゴミ箱やスリッパを作りました

▲ブクブクうがい。１年生も上手！

▲児童にフッ化水を配ります。「今日も上手にできるかな？」

▲ボランティアの皆さんで準備

町
内
小
中
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
で
虫
歯
ゼ
ロ
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▲チームUKI-C.FC のみなさん

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

激
励
会

　
２
月
３
日
、氷
川
町
役
場
庁
議
室
に

お
い
て
、激
励
会
が
行
わ
れ
報
償
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
次
の
通
り
で
す
。

【
大
会
名
】

第
54
回
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
元も
と
だ田

　
翔し
ょ
う
た太

　（
帝
京
大
学
３
年
・
下
宮
）

【
大
会
名
】

第
26
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
大
会

【
出
場
者
】

　
Ｕ
Ｋ
Ｉ-

Ｃ
・
Ｆ
Ｃ
所
属

　
今い
ま
む
ら村

　
光
ひ
か
る

　（
竜
北
中
学
校
２
年
・
下
鹿
島
）

　
嶋し
ま
づ津

　
圭け
い
し
ろ
う

士
郎

　（
竜
北
中
学
校
２
年
・
沖
塘
）

　
浜は
ま
だ田

　
駿
す
ぐ
る

　（
竜
北
中
学
校
２
年
・
立
石
）

　
浜は
ま
だ田

　
航
わ
た
る

　（
竜
北
中
学
校
２
年
・
立
石
）

　
宮み
や
ざ
き﨑

　
悠
は
る
か

　（
竜
北
中
学
校
２
年
・
東
網
道
）

　
西に
し
む
ら村

　
颯は
や
と斗

　（
竜
北
中
学
校
１
年
・
南
鹿
野
）

【
大
会
名
】

第
27
回
全
九
州
選
抜
高
等
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
出
場
者
】

 

熊
本
商
業
高
等
学
校

　
緒お
が
た方

　
遥は
る
か香

　（
１
年
・
若
洲
）

　
平ひ
ら
や
ま山

　
望も

え愛

　（
１
年
・
下
鹿
島
）

【
大
会
名
】

　
第
37
回
九
州
カ
ッ
プ
水
泳
競
技
大
会

【
出
場
者
】

　
桜
泳
ミ
キ 

21
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
所
属

　
小こ
ば
や
し林

　
佳か
も
ん紋

　（
竜
北
西
部
小
学
校
６
年
・
西
網
道
）

　
小こ
ば
や
し林

　
佳か

み

る
澄
瑠

　（
竜
北
西
部
小
学
校
５
年
・
西
網
道
）

【
大
会
名
】

２
０
１
７
九
州
選
抜
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ

ア
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
八
代
ジ
ュ
ニ
ア
所
属

　
梅う
め
だ田

　
菜な

な

か
々
花

　（
宮
原
小
学
校
５
年
・
栫
）
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宝
く
じ
助
成
事
業
で
和
太
鼓
な
ど
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
１
月
16
日
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
助
成

事
業
に
よ
り
、氷
川
町
桜
龍
太
鼓
保
存

会
が
長
胴
太
鼓
や
か
つ
ぎ
、桶
太
鼓
な

ど
を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助

成
決
定
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
氷
川
町
桜
龍
太
鼓
保
存
会
は
、地
元

の
伝
統
を
引
継
ぎ
創
っ
て
い
く
た
め
に

設
立
さ
れ
、地
域
で
の
演
奏
会
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
お
り
、今
回
の
整
備

で
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

心
に
響
く
　
笑
い
と
涙
の
人
生
学

氷
川
町
文
化
講
演
会

　
１
月
29
日
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、氷
川
町
文
化
講
演
会（
氷
川
町

文
化
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、鹿
児
島
出
身
の
落
語
家

で
、花
形
演
芸
大
賞
の
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
全
国
で
活
躍
中
の
三
遊
亭
歌

之
介
さ
ん
を
招
き
、「
心
に
響
く
　
笑
い

と
涙
の
人
生
学
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
４
０
０
人
も
の
来
場

が
あ
り
、三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
は
な
し
に
大
い
に
盛
り

上
が
り
、笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

若
き
力
で
選
挙
を
啓
発

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
入
賞
伝
達

　
平
成
28
年
度
熊
本
県
明
る
い
選
挙

啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、竜

北
中
学
校
３
年
の
苅
萱
智
也
さ
ん（
吉

本
）が
習
字
の
部
で
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
１
日
、竜
北
中
学
校
校
長
室
に
お

い
て
氷
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
田

口
英
輔
委
員
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ

れ
る
と
、「
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。今
年

は
受
験
も
控
え
て
い
る
の
で
頑
張
り
ま

す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
県
内
施
設
へ
の
展
示
の
後
、

県
の
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。

郷
土
の
誇
り
、た
す
き
で
つ
な
ぐ

熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
大
会

　
１
月
22
日
、熊
本
市
中
央
区
の
び
ぷ

れ
す
熊
日
会
館
前
を
発
着
点
に
、７
区

間
28
・
４
キ
ロ
で
県
内
19
の
郡
市
代
表

が
競
う
、第
34
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、氷
川
町
が
八

代
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
最
後
ま
で
た
す
き
を
懸

命
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。結
果
は
、最
下
位

で
し
た
が
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
全
区

間
を
走
り
切
っ
た
こ
と
は
大
き
な
糧
に

な
り
ま
し
た
。

▲新たに整備した太鼓など

▲軽快なはなしに会場は笑いの渦に

▲入賞された苅萱智也さん（写真中央）

▲力走を見せた選手の皆さん
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特
産
ト
マ
ト
を
Ｐ
Ｒ

第
５
回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

　
１
月
26
日
、道
の
駅「
竜
北
」に
お
い

て
、第
５
回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
イ
ベ
ン
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
ま
ピ
ン
」を
は
じ
め

「
ひ
か
り
ん
」と「
く
ま
モ
ン
」も
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る
ト
マ
ト
の

早
食
い
も
行
わ
れ
、お
い
し
い
ト
マ
ト

に
参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
出
店
で
は
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
や

加
工
品
が
販
売
さ
れ
、ト
マ
ト
一
色
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

氷
川
町
の
農
業
を
守
る
た
め

集
落
営
農
組
織
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
２
月
９
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

に
お
い
て
、集
落
営
農
組
織
育
成
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、町
内
の
農
業
者
約
30

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
集
落
営
農
と
は
、地
域
ぐ
る
み
で
農

作
物
な
ど
を
共
同
生
産
し
、効
率
化
す

る
こ
と
で
、所
得
の
向
上
を
図
る
仕
組

み
で
あ
り
、氷
川
町
で
は
、昨
年
に
野
津

南
と
ア
グ
リ
吉
野
が
農
事
組
合
法
人

を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、県
南
広
域
本
部
農
業

普
及
・
振
興
課
の
橋
本
晃
子
氏
が
県
の

農
地
集
積
事
業
の
取
り
組
み
や
氷
川

町
に
お
け
る
法
人
化
な
ど
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
都
城
市
の
農
事
組
合
法
人

「
き
ら
り
農
場
高
木
」の
松
原
照
美
組

合
長
の
講
演
で
は『
集
落
の
農
地
は
集

落
で
守
ろ
う
』と
題
し
て
、法
人
化
に
よ

る
遊
休
農
地
の
解
消
や
、農
地
の
集
積

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、ま
た
新
規
就

農
を
目
指
す
若
者
の
地
域
雇
用
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
参
加
者
か
ら
熱

心
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲会場を盛り上げたキャラクター達

▲白熱！大玉トマトの早食い競争！

▲熱心に聞き入る参加者のみなさん ▲講演をする松原照美氏

▲ダンスではピコ太郎さんも登場？
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熊本地震関連復興・支援情報
一部損壊世帯への熊本地震義援金配分の申請受付を開始しました

◆対 象 者

◆配 分 額
◆申請期限
◆提出書類

◆申請窓口

◆対　象　者
◆対象事業費
◆内　　　容
◆補　助　率
◆補助上限額
◆申 請 書 類

◆申 請 期 限

◆申請期限

◆申請期限

◆申請期限

住家が一部損壊の判定を受け、修理費用に100万円以上支出した世帯
※日常生活に欠くことができない部分の修理が対象。（下記表を参照）

1世帯あたり10万円
平成30年3月30日（金）
①申請書、②領収書（原本）、③り災証明書の写し、④印鑑（認印可）、⑤振込先口座
（通帳）の写し※原則、り災者（世帯主）名義に限る、⑥修理工事の内容がわかる
明細
健康福祉課福祉係または宮原振興局総務振興課総合窓口係

被災した農地を管理する個人、集落または自治会など
被災した農地のうち国庫補助の対象とならないもの
畦畔復旧、法面整形、農地の均平など
費用の1／2以内
20万円／1箇所
①申請書、②積算書（請求書、領収書または見積書）、③被災状況が分かる写真
④位置図、⑤申請者が複数の場合は関係者名簿など
平成29年3月17日（金）

申請期限が延長されました。

業者からの見積書が出されていなくても、期限までに申請をされると、応急修理の支援を受
けることができます。

もうすぐ申請期限です。

熊本地震で被災した農地を農家自ら復旧するための経費を支援します。

平成30年5月13日（日）

平成29年4月13日（木）　※工事の完了期限は、平成30年3月末まで

平成29年3月31日（金）

【お問い合わせ先】　健康福祉課　福祉係　☎52-5852（直通）

【お問い合わせ先】　健康福祉課　福祉係　☎52-5852（直通）

【お問い合わせ・申請先】　農地整備課　☎52-5855（直通）

被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期限について

被災住宅の応急修理の申請期限について

日本財団による弔慰金・住宅損壊見舞金の申請期限について

農家の自力復旧支援事業について

対　象

◦屋根、柱、床、外壁、基礎など
◦ドア、窓などの開口部（ガラス・鍵の交換を含む）
◦上下水道、電気、ガスなどの配管、配線、吸排気設備（換気扇など）
◦衛生設備（風呂、トイレなど）、給湯設備（電気温水器など）
※壊れていない場合の取替やリフォーム、グレードアップは対象外。

対象外
◦内装（間仕切り壁、壁紙、天井の仕上げ、ふすま、障子など、畳）
◦外構（門、車庫、カーポート、塀、棚など）
◦家電製品
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心と体の健康づくり ひかわスポーツクラブだより!!

教室情報

新 刊 図 書

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　  http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

八

火

図

書

館
だ
よ
り

一般書 児童書
「しんせかい」

（山下　澄人）
「ロボット大研究」

（フレーベル館）
「まいにちを味わう」

（吉沢　久子）
「いろいろな性、いろいろな生きかた」

（ポプラ社）
「今日一日がちいさな一生」

（海原　純子）
「走れ!!機関車」

（ブライアン・フロッカ）
「マニッシュなキルト」

（小関　鈴子）
「いのちってなんだろう」

（細谷　亮太）
「じゃなかしゃば　新しい水俣」

（吉井　正澄）
「朝の歌」

（小泉　周二）
「おばさんの金棒」

（室井　滋）

【お問い合わせ先】
氷川町文化センター内　ひかわスポーツクラブ事務所　
☎:52-5860　FAX:52-7060　齋藤

クラブの取組は公式facebookより　『ひかわスポーツクラブ』で検索

融和・健康・地域の元気づくり

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

　
こ
の
一
年
間
、㈱
電

通
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
オ

フ
ィ
ス
様
を
は
じ
め
多

く
の
本
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。図
書
館
で
の

展
示
や
貸
出
を
し
て

お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
氷
川
町
内
の
５
校

の
学
校
司
書
の
先
生

方
よ
り
手
作
り
の
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
を
70
点

い
た
だ
き
ま
し
た
。本

ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
た

子
ど
も
さ
ん
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時

　
大
人
の
皆
さ
ま
向
け
の
教
室
も
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
ヨ
ガ
・
骨
盤
教
室
で
は
３
月
よ
り
新
た
な
料
金

プ
ラ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
お
友
達
と
参
加
で

１
人
９
０
０
円
と
10
％
オ
フ
に
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
お
得
に
参
加
し
て
身
体
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

子どもスポーツ教室（対象：年少～小３）
◆日　程：3月20日(月)  26日(日)　 
◆時　間：10時～11時30分　
◆会　場：宮原体育館　
◆費　用：クラブ会員無料　会員外500円

骨盤体操・ヨガ教室（対象：中学生以上）
◆日　程：3月4日  18日（土）　　 
◆時　間：骨盤体操9時30分～10時20分
　　　　　ヨガ10時30分～12時　
◆会　場：氷川町公民館和室　
◆費　用：各教室　  1,000円
　　　　 仲間割り　  900円
　　　　 セット割り1,700円

大人のダンススクール
（対象：高校生以上）
◆日　程：3月1・8・15・22・
             29日（水）
◆時　間：20時～21時
◆会　場：野津交流館　
◆費　用：500円

※最新情報はひかわスポーツクラブで検索！

▲ 2月はバレンタインコーナーを設置しました




